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2100年の世界はどうなっているのだろう。本書は
国際連合経済社会局人口部のデータをもとに、

地理情報システム（GIS）の手法を用いて作成された豊富
な地図資料を駆使し、未来を予想し分析していく。今ま
で考えたことのなかった視点から世界地図を見直す体験
の連続で大いに知的興奮を受ける。
本書の大きな特徴は、新書では珍しく地図資料の多く
がカラー印刷であることだ。たとえば、2001年と2100

年の世界の人口分布ツリーマップ。カラーで明示された
2枚のツリーマップを見比べるだけで、2100年にはア
フリカとアジア（本書ではアフリカとアジアを包含する
地理的単位として「アフラシア」という用語を使用。アフ
リカを先にすることに留意）の人口が世界人口の 8割
（！）を占めることが視覚的に理解できる。とくにアフリ
カの人口増加が著しい。ただ、アフリカ人口も22世紀に
は落ち着き、世界人口は112億人程度で定常状態に入る
ことが期待されている。「無限の人口爆発で食糧危機が
おきて人類滅亡」などという説を恐れる必要はなく、112

億人を前提にした持続可能な共同体を構想しようという
のが本書のメッセージである。
著者は、アジアとアフリカが、相互的な水平移民の増
加も含め「ウィン・ウィン」の関係で協力しあう楽観的な
シナリオを示す一方、アフラシア内部での分裂や、アジ
アとアフリカが支配―被支配関係におちいる可能性も示
唆する。すでにその傾向を示すデータには事欠かない。
これに対しては、アジアの大国（日本も含む）はアフリカ
の内発的な発展を側面から支援する構図を確立すべきと
釘を指す。他方、アフリカの若者の健康と教育に十分投
資することで、アフリカ社会が「蛙飛び」をおこす可能性
にも言及する。まさに未来は未決定性に満ちている。
このほか、1955年のバンドン会議の再評価や、汎ア

ジア主義、汎アフリカ主義の思想家の紹介にもページを
割いている。未来を語る時、人類のこれまでの歴史をふ
まえるのは当然であろう。
読後感は爽やかであり、未来には持続可能なシナリオ
があると、勇気づけられる。本書が描く世界は、現在の
高校生が直面する世界でもある。教室で、本書の豊富な
データを用いて、アフラシアと日本の関係、日本が、自
分が果たせる役割について議論する授業を展開できた
ら、それこそが「世界史探究」が学習の総まとめとして設
定している「地球世界の課題の探究」そのものであろう。

（つのだ・ひろこ／東京都立青山高等学校指導教諭）
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